
平成 1５年度第２回応用セラミックス研究所教授会議事概要 
 
日時  平成 1５年５月２１日(水)午前１０時 00分～1２時０５分 
場所  応用セラミックス研究所１階会議室 
出席者 鯉沼所長、山内、細野、伊藤、阿竹、近藤、佐々木、和田、林、笠井、田中、 
安田、吉村、若井、垣花、吉本、ｶﾙﾋﾟﾈﾝ、石澤、川路、中村、山田、安部、篠原、

坂田、長谷川、赤津、神谷の各教官 
定足数の確認  現在員 27名、公務出張１名、定足数 1８名、出席者 2６名で成立 
配布資料 
○ 平成 1５年度第 1回応用セラミックス研究所教授会議事要録(案) 
１． セラミックス機能部門助手候補者履歴書・業績一覧 
２．  応用セラミックス研究所副所長に関する申し合わせ（案） 
３．  平成１５年度共同利用配分額（案） 
４．  特別研究員称号付与申請書 
５．  平成１５年度リサーチアシスタント 
６－１．平成１５年度第１回評議会・部局長会議議事メモ 
６－２．東京工業大学教育推進室設置要項（案） 
６－３．平成１５年度東京工業大学教員等の栄誉の祝賀該当者一覧 
６－４．国立大学法人制度運用等に関する要請事項等について 
６－５．教官（専任講師以上）人事について（報告） 
６―６．東京工業大学職員の勤勉手当成績率決定基準一部改正案新旧対照表 
    勤勉手当成績率の改正について 
６－７．国立大学教員等に係る勤務時間内の役員兼業について 
    国立大学教員等の勤務時間内兼業についての基本的な考え方 
    国立大学教員等の勤務時間内兼業における給与の取扱いについて 
６－８．すずかけ台分館図書館アメニティエリア 
６－９．附置研究所長会議常置委員会次第 
６―10．兼業審査委員会委員名簿 
当日配布資料 
①準客員研究員の受入期間変更について 

   ②国立大学法人化後の学術研究体制に関する提案（Ⅱ） 
   ③国立大学法人化に係る関係事項検討スケジュール（案） 
   
議事に先立ち、所長から、特別研究員 吉田道之氏の紹介があり、就任の挨拶があった。 
   
 



○ 議事要録の確認 
   前回議事要録（案）を確認し、これを了承した。 
    
○ 審議事項 
１．セラミックス機能部門助手候補者の選考について 
    細野選考委員会委員長から、資料１に基づき、選考経緯及び候補者の略歴、業績

等説明があり、審議の結果これを承認した。 
２．応用セラミックス研究所副所長に関する申し合わせ（案）について 
所長から、資料２に基づき説明があり、審議の結果これを承認した。 
また、指名については、６月の教授会に諮りたい旨所長から付言があった。 

３．平成１５年度共同利用配分額の決定について 
林共同利用委員長から、平成１５年度の予算示達が昨年同様であったことにより、

採択案（資料３）のとおり配分額を決定したい旨説明があり、これを承認した。 
４．準客員研究員の受入期間変更について 
   吉村受入教官から、追加配布資料に基づき説明があり、これを承認した。 
５．東京工業大学特別研究員の称号付与について 
   申請の４件について研究担当教官から資料 4-1～4-4 に基づき説明があり、これを
承認した。 
６．平成１５年度リサーチ・アシスタントの採用について 
   林ＲＡ等採用検討委員会委員長から、資料５に基づき１名の変更について説明が

あり、審議の結果これを承認した。 
７．諸会議報告 
（１） 平成１５年度第２回評議会及び部局長会議報告 
  所長から、資料６－１～６－８に基づき、説明・報告があった。 
（２）４研究所長懇談会報告 
  所長から、懇談内容についての報告があった。 
（３）５部局長懇談会 
  所長から、すずかけ台地区安全管理体制について等の懇談内容について報告が

あった。 
（４）共同利用研究所長懇談会報告 
  所長から、資料 6-9に基づき、説明、報告があった。 
（５）部局長等懇談会報告 
所長から、懇談内容についての報告があった。 
（６）兼業審査委員会報告 
    所長から、資料 6-10に基づき、説明・報告があった。 
８．フロンティア創造共同研究センターのプロジェクト引継について 



  所長から、長谷川教官異動後のプロジェクトの引継について、継続等の手続き

について阿竹教官を中心に検討を依頼した旨説明があり、その検討結果について

阿竹教官から説明があり、これを承認した。 
 
９．その他 
・ 法人化準備部会ＷＧ委員安田教官から、追加配布資料「国立大学法人化に係る関

係事項検討スケジュール（案）」について説明・報告があった。 
・ 室長から、５月６日から５月９日に実施された会計検査院実地検査への協力に

対しての謝辞が述べられた。 
                                 以 上 

    
 


